
王
-一三~.鼠毛
づユ-'<..-

生

卒

年

つ

の

六

籾

北

開

の

入

、

子

淵

)

は

嘗

時

そ

の

才

名

の

に

お
い
て
、
政
~
一
戸
川
(
字
、
子
山
)
と
並
び
裕
せ
ら
れ
た
詩
人
で
あ
る
。
た

え
ば
滞
情
一
同
に
は
つ
ぎ
の
ご
と
く
い
う
c

什
世
京
都
位
、
篤
好
寸
〈
率
、
時
a

嬰
m
内
政
信
才
名
最
高
、
特
加
務
待
、

命
褒
等
斌
詩
談
論
、
常
在
左
右
。
(
周
警
告
白
十
一

五
麗
停
〉

。
時
陳
氏
輿
朝
廷
通
好
、
南
北
流
寓
之
士
、
各
許
選
投
ハ
蓄
閥
、
陳

氏
乃
諸
王
一
器
及
信
手
十
数
人
、
高
感
唯
放
王
克
殿
不
審
等
、
信

及
一
嬰
殻
留
市
不
退
，
(
府
市
内
怒
間
十
一
、
威
信
博
〉

付
は
梁
の
承
梨
一
一
一
一
年
ハ
五
五
四
〉
、
江
陵
が
商
貌
(
後
の
北
周
〉
の
来

攻
に
あ
え
な
く
も
焔
落
し
た
後
、
停
勝
と
し
て
長
安
に
移
さ
れ
た
王

惑
が
、
そ
れ
よ
り
先
、
銃
に
亡
命
し
て
い
た
炭
信
と
と
も
に
北
抑
制
に

仕
え
、
そ
の
王
室
の
一
浮
い
庇
穫
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
ま
た

ωは
、
梁
の
跡
を
襲
っ
た
際
と
北
帰
の
間
に
修
好
関
係

が
結
ば
れ
、
そ
れ
を
機
に
街
北
相
互
の
停
虜
交
換
が
笈
現
し
た
が
、

王
嬰
・
隊
一
…
慣
を
は
じ
め
と
す
る
十
数
人
の
婦
関
を
鰭
求
し
た
隙
に
針

し
て
、
北
潤
の
武
a
M
W
(
~

内
総
〉
は
、
主
褒
@
一
服
~
信
の
雨
入
の
錦
閣
を
認

め

ず

、

た

だ

ま

克

'

の

抑

留

を

解

い

た

に

か

っ

た

て

沼

場予

ロ

と
い
う
事
情
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
い
か
に
こ
の
二
人
に
針
す
る
北

朝
王
室
の
愛
着
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
こ
れ
は
物
語
る
。
王

嬰
・
庚
信
へ
の
北
朝
王
室
の
愛
着
、
そ
れ
が
こ
の
二
人
の
文
才
へ
の

高
い
u

割
引
債
と
深
い
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
乙
北
原

の
王
室
も
、
ム
ハ
靭
の
υ

恨
の
王
室
に
似
て
、
強
い
文
皐
愛
好
減
、
な
持
ち

L

あ
わ
せ
て
い
た
の
で
L

あ
る
。

さ
て
右
の
短
い
引
用
記
事
に
よ
っ
て
も
、
王
褒
と
一
段
信
が
常
時
併

稲
せ
ら
れ
た
詩
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
知
ら
れ
る
。
も
っ
と
も

以
上
の
許
僚
が
、
そ
の
ま
ま
後
世
に
承
認
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
も

と
よ
り
な
い
。
政
信
は
既
に
唐
代
、
社
前
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
へ

(
1〉

の
深
い
傘
敬
と
理
解
と
を
克
ち
得
た
。
そ
し
て
現
代
的
な
税
野
に
お

い
て
も
、
ム
ハ
聯
詩
を
集
大
成
し
唐
詩
の
世
界
を
啓
く
役
割
、
を
果
し
た

〈
れ
と
〉

詩
人
と
し
て
許
僚
さ
れ
、
中
関
詩
史
上
に
確
間
た
る
位
霞
を
占
め
て

い
る
。
一
方
、
王
褒
辻
、
現
存
の
作
品
数
も
少
な
く
、
そ
の
詩
人
と

し
て
の
位
置
も
町
の
そ
れ
に
く
ら
べ
九
¥
ば
決
し
て
お
い
と
は
い
え

な
い
ひ
し
か
し
が
ら
、
北
靭
に
仕
え
る
に
至
っ
て
か
ら
の
そ
の
詩

は
、
河
北
の
荒
附
る
公
物
を
一
散
い
(
一
渡
河
北
」
~
迭
刻
中
井
葬
」

〔
入
開
放
人
別
い
の
諮
詩
〉
、
望
郷
の
念
と
人
生
へ
の
感
慨
と
を
一
訴
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「
和
般
廷
尉
歳
暮
」

友
感
に
鞠
ち
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

部
分
的
に
は
繊
細
鋭
敏
な
感
受
性
と
巧
徽
な
修
続
的
技
法
の
縦
伎

と
に
よ
る
秀
れ
た
絞
胤
思
表
現
を
も
ち
は
し
た
が
、
結
局
は
官
経
詩
風

の
中
よ
り
出
る
も
の
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
の
が
、
梁
の
頃
の
王
褒

の
詩
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
晩
年
の
作
品
の
切
紫
な
悲
哀
と
寂

多
感
に
満
ち
た
詩
風
は
、
梁
の
滅
亡
、
北
朝
へ
の
移
住
と
い
う
運
命

の
激
援
が
結
果
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
燃
に
お
い
て
、
灰
信
の
詩

府
内
の
緩
化
と
ほ
と
ん
ど
軌
を
向
じ
く
す
る
。
政
信
も
ま
た
、
北
渡
以

前
は
軽
艶
な
守
口
鰻
詩
の
代
表
的
作
家
で
あ
っ
た
が
、
亡
閣
の
徒
と
し

て
呉
閣
に
果
て
た
そ
の
後
牟
生
の
作
品
は
、
篇
々
一
様
慨
の
気
に
滞
ち

み
ち
た
も
の
に
援
化
し
た
G

し
か
も
、
後
世
政
信
に
輿
え
ら
れ
た
詩
人

と
し
て
の
大
き
な
務
審
が
、
資
は
そ
の
梁
時
代
の
作
品
に
探
る
よ
り

は
、
む
し
ろ
北
波
後
の
作
品
に
一
一
躍
多
く
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を

考
患
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
生
、
慌
に
お
け
る
潟
靭
よ
り
北
朝
へ
の

移
住
と
い
う
一
事
と
後
半
生
の
詩
風
と
の
開
倒
壊
は
、
中
関
詩
史
上
の

重
要
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題

の
考
察
に
は
、
僚
友
王
一
褒
の
生
援
と
そ
の
作
品
の
研
究
が
紋
く
こ
と

の
で
き
ぬ
'
も
の
と
な
ろ
う
。
か
く
の
ご
と
く
考
え
る
な
ら
ば
、
中
間

に
占
め
る
べ
き
主
褒
の
校
建
立
自
ら
定
ま
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
の
作
品
の
も
つ
個
性
に
お
い
て
測
ら
れ
る
よ
り
も
、
ょ
っ

授
信
の
詩
風
の
務
化
渡
展
す
る
次
官
を
解
明
す
る
た
め
の
も
の

け
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
ο

お
け
る
王

〉
え
て

諮
詩
)
、
切
々
た
る

と
し

一段の

、
な
か
な
か
に
重
要
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

の
に
つ
い
て
従
来
の
文
皐
史
の
著
書
の

の
誌
を
も
っ
て
そ
の
答
え
と
し
て
い
る
(
い
ま

も
っ
て
例
と
す
る
な
ら
ば
、
劉
大
木
小
著
「
中
間

文
部
ナ
渡
良
史
」
(
中
〉
、
一
九
五
七
年
、
古
典
文
接
出
版
社
。
一
一
一
四
四

一
良
〉
。
ま
た
、
や
や
良
心
的
に
凡
そ
の
推
定
を
下
し
て
記
し
た
著
書
も

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
未
だ
充
分
に
正
確
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
、
陸
侃
如
・
鴻
況
指
著
「
中
関
詩
史
」
(
中
)
(
一

九
五
七
年
、
作
家
出
版
社
〉
は
、
「
公
一
克
五
O
O
?
i
五
六
三
?
」

と
疑
問
符
を
う
ち
つ
つ
推
定
す
る
〈
三
九
九
一

A
Y
ま
た
、
更
に
最
近

上
梓
さ
れ
た
誇
正
接
主
編
「
中
闘
い
又
準
家
大
僻
山
内
」
(
一
九
六
一
年
十

月
、
香
港
出
版
)
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
記
す
。

玉
褒
(
公
元
?
年
i
五
七
一
年
左
右
〉

主
褒
字
子
淵
¥
殻
邪
臨
祈
入
、
主
規
之
子
、
生
年
不
詳
、
約
卒

於
問
阿
武
帝
天
和
来
年
、
年
六
十
四
政
c

す
な
わ
ち
、
一
は
「
公
元
五
O
O
?
i
五
六
三
?
L
と
し
、
他
は

「
公
元
?
年
i
五
七
一
年
?
」
と
す
る
こ
の
こ
つ
の
設
が
、
と
も
に

正
確
、
苔
を
欽
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
引
く
周
警
の

事
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

同
(
王
褒
)
建
徳
以
後
、
綴
参
朝
議
、
九
大
認
知
、
皆
令
…
夜
具
幕
内
J

援
太
子
小
保
、
選
小
司
室
。
(
局
審
径
四
十
一
、
王
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的
(
建
徳
一
克
年
間
月
〉
活
〈
日
、

i

山、、私ベ~匁ロロい
}
J

日

ノ

ザ

V
H
H
F

コ1
系
叩
¥

付
の
周
骨
…
一
日
本
俸
の
中
、
後
牛
の
一
節

は
、
制
、
仰
の
記
載
と
併
せ
考
え
れ
ば
、
建
徳
〈
五
七
一
一
〉
路

丹
、
魯
閥
、
公
撲
の
立
太
子
以
後
に
、
一
士
一
裂
が
太
子
少
保
と
な
っ
、
ま
た

小
司
祭
を
つ
と
め
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
更
に
そ
の
前
中
一
i

の

…
節
「
建
徳
以
後
一
%
一
声
」
に
よ
っ
て
、
建
徳
年
間
中
に
も
、
主
一
段
、
が

依
然
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
分
明
と
な
る
つ
し
た
が
っ
て
、

五
六
三
年
墳
を
卒
年
と
す
る
つ
中
関
詩
史
〕
の
推
定
は
も
と
よ
り
の

こ
と
、
天
和
末
年
前
後
と
考
え
る
「
中
間
制
寸
〈
準
家
大
辞
典
一
の
推
定

も
、
不
瀦
足
な
も
の
と
し
て
退
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
ゥ

さ
て
そ
れ
な
ら
ば
、
王
褒
の
生
存
は
い
っ
た
い
何
年
ま
で
確
認
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
れ
を
建
徳
四
年
(
五
七
五
)
七
月
ま

で
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
断
定
は
銑
に

ωと
し
て
引
い
た
府
北
川

政
信
俸
の
記
事
と
、
つ
ぎ
に
示
す
南
史
及
び
周
市
内
の
記
事
を
そ
の
論

機
と
す
る
。

村
太
建
七
年
、
(
般
不
常
一
向
〉
自
周
濯
、
(
抱
史
巻
七
十
問
、
殿
不
審
肉
体
)

ωハ
建
徳
間
年
秩
七
月
〉
申
氏
、
総
選
使
京
特
(
周
治
小
川
笹
山
ハ
、
武
帝
紀
)

け
の
威
信
俸
は
、
期
限
の
修
好
が
成
っ
た
の
を
機
に
、
際
、
が
主
裂
@

褒
信
等
十
数
人
の
蹄
劉
を
訪
う
た
と
こ
ろ
、
北
周
の
武
帝
は
主
克
・

般
不
害
等
の
蹄
還
を
許
し
た
の
み
で
、
・
波
信
の
一
一
人
に
つ
い

て
は
こ
れ
を
認
め
な
か
っ
た
旨
を
£
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
に
述

べ
た
3

と
こ
ろ
で
、
将
の
南
史
段
不
審
俸
に
よ
れ
之
、
こ
の
「
南
化
流
寓

乙
士
、
各
許
選
立
川
蓄
慰
一
の
事
は
建
徳
四
年
に
あ
っ
た
と
せ
ね
ば
な

ら
な
い
c

段
不
。
一
一
日
が
周
ょ
っ
錆
還
し
た
太
建
七
年
は
北
潟
の
建
徳
四

年
二
蛍
る
つ
こ
れ
を
武
帝
紀
の
-
記
事
に
徴
す
れ
ば
、

ωの
四
年
七
月

の
線
使
の
一
一
初
席
が
あ
る
3

お
そ
ら
く
、
こ
の
訪
周
は
一
褒
信
・
王
政
手

の
婦
問
問
を
諾
う
こ
と
も
、
そ
の
目
的
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
周
陳
府
閣
の
接
近
は
、
こ
れ
以
前

に
銃
に
始
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
武
帝
紀
・
建
徳
二
年

正
月
の
僚
に
は
陳
使
の
訪
問
、
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
翌
三
年
の
僚
に

は
綴
槌
佐
一
げ
が
阪
に
佼
し
た
旨
の
記
載
が
あ
る
。
し
か
し
、
間
三
年
に

際
伎
の
訪
回
向
し
た
記
鎌
崎
一
見
蛍
た
ら
な
い
か
ら
、
前
述
の
皮
信
・
王

褒唯一
γ

リ
の
錦
関
が
際
伎
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
の
は
、
建
徳
四
年
七
月
の

訪
周
の
際
で
あ
っ
た
と
し
て
も
無
理
で
は
な
い
。

さ
て
、
以
上
の
ご
と
く
考
え
る
な
ら
ば
仏
、
こ
の
時
ま
で
王
一
裂
の
生

存
は
確
認
さ
れ
る
。
周
洋
本
俸
に
、
そ
の
卒
し
た
時
の
年
令
を
「
年

六
十
問
い
と
ぶ
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
王
褒
の
生
卒
年

は
(
五
一
一
一
;
;
五
七
五
年
一
の
範
閥
、
ま
で
下
降
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
G

主
張
の
笠
擦
の
生
半
年
は
、
こ
の
「
五
一
二
i

五
七
五
年
」

よ
り
も
、
或
は
一
、
二
年
下
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
不
可
能
で
あ
り
、

の
年
代
に
近
い
も
の
を
そ
の
生
卒
年
と
す
る
の
、
か
最
も
安
蛍
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で
あ
ろ
う
。

近
似
値
し
か
出
し
え
ぬ
と
い
う
駄
に
お
い
て
、
以
上
に
略
述
し
た

私
の
こ
の
小
考
察
の
結
晶
も
、
「
不
詳
」
の
認
を
も
っ
て
答
え
と
す

る
従
来
の
文
問
中
央
の
著
書
、
ま
た
「
中
間
断
詩
史
」
「
中
間
文
段
'
家
大

僻
山
台
等
の
大
践
の
推
定
を
記
す
も
の
と
同
列
で
あ
る
に
迦
ぎ
な
い
。

し
か
し
い
か
に
傑
少
の
議
呉
で
あ
ろ
う
と
、
可
能
な
間
以
ワ
事
象
の
良

質
な
姿
を
把
援
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
文
崇
史
の
進
歩
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。
こ
の
小
さ
な
考
祭
を
敢
え
て
試
み
た
そ
れ

が
理
由
で
あ
る
。

〈住〉
ぬ
民
社
前
は
そ
の
詩
中
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
阪
信
に
つ
い
て
鰯
れ
て
い
る
。

「
比
例
新
政
開
府
」
(
春
日
憶
李
向
〉
、
「
政
指
文
学
者
一
史
成
、
凌
…
中
山
総
軍
立
総
級

〈
級
魚
六
絶
句
)
、
「
政
一
mm
平
生
投
郊
器
、
暮
年
詩
賦
動
江
間
」
ハ
一
部
一
懐
古
跡
〉
、

等
の
詩
句
が
そ
の
例
で
あ
る
。

お
た
と
え
ば
、
「
中
錯
す
〈
皐
史
」
ハ
門
〈
一
九
五
九
年
、
人
民
寸
へ
皐
出
版
社
)
は

つ
ぎ
の
ご
と
く
い
う
。
「
侠
常
的
謀
術
造
詣
根
潟
、
劉
共
後
詩
歌
的
波
長
有
線

好
的
影
得
。
他
是
六
朝
集
大
成
約
作
家
、

hv
〈
是
麿
代
詩
歌
高
潮
的
先
縮
。
地
在

文
謬
史
上
起
了
承
前
啓
後
的
作
用
。

( 27 ) 

ハ
大
的
小
説
修
士
課
税
〉
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